
平成２４年度 丹羽賞・同窓会奨励賞受賞団体一覧

人数 活動内容・推薦事項 判定

1
委
員
会

旭祭実行委員会 124

東京神田キャンパス最後の学園祭・第５０回錦祭の運営を担い、来場者約７０００名
という例年以上の規模の学園祭を成功に導いた。成功にあたっては、校友会などの
各種支援を例年以上に得られるよう、挨拶回りなどの見えない努力を行った。また、
東京千住キャンパス最初の学園祭・第１回旭祭を成功に導くために、商店街などと
の調整、新たなイベントの企画など、日々充実した活動を行っている。

丹羽賞

2
体
育
会

サイクリング部 52

体育会で最も人数の多い団体となり、しもふさクリテリウム３位入賞、ＪＣＲＣでクラス
優勝、もてぎ５時間サイクルマラソン４位入賞と好成績を残した。また、国際大会で
ある鈴鹿国際ロードやツール・ド・おきなわ市民210ｋｍへの参加が決定しており、更
なる活躍が期待できる。

奨励賞

3 ダンス部 44
合同体育祭や学園祭、オープンキャンパスやオリエンテーション等、学内行事に積
極的に参加している。また、学外活動では、足立学園学園祭や各種イベントにも精
力的に活動しており、学内・学外問わず積極的に活動する姿勢が評価される。

奨励賞

4 グリークラブ 25

東京千住キャンパス移転フォーラム、神田キャンパスお別れ会等、学内行事に積極
的に参加している。また、学外活動では、老人ホームでのボランティアコンサートや
足立区主催コンサートなどに参加しており、学内・学外問わず積極的に活動する姿
勢が評価される。

奨励賞

5
二
部

写真部 7

学内外での写真展の開催、他大学との交流撮影会、各種コンテストへの応募など、
幅広い活動を行うほか、ＮＰＯ法人の撮影協力を行い社会貢献にも寄与している。
部員の多くが社会人のため活動時間は短いものの、昨年度と比べても活発な活動
を行っている。

奨励賞

6 卓球部 9
関東学生卓球チームカップ男子Bブロック（3・4部）ブロック通過、東京都理科大大
学学長杯争奪戦全関東地区理科系大学卓球選手権大会シングルス優勝など、学
外の大会において非常に優秀な成績を収めている。

奨励賞

7 アーチェリー部 26

関東学生アーチェリー連盟リーグ戦（男子）において見事に2部昇格を果たし、大会
においても理工系大学定期戦３位、東京インドアオープン大会　シルバーバッジ１
名、理工系大学２年生戦３位等の好成績を残した。また、外部から講師を招くなど
積極的に活動を行っており、今後の活躍も大いに期待できる。

丹羽賞

8 自動車部 13

ＨＯＮＤＡエコマイレッジチャレンジカップ2012　第4回もてぎ大会　市販車クラス
208.567ｋｍ/ｌを記録し、見事優勝という成績を収めた。近年のエコブームによって
年々注目が集まっており、大学の知名度向上にも大きく貢献している。早朝から実
験を行うなど普段の活動も非常に熱心であり、積極的に活動している。

丹羽賞

9 ヒューマノイド研究部 25
二足歩行ロボットによる競技大会「ROBO-ONE」への参加、また他大学で行われる
各種大会への参加など学外での積極的な活動が目立つ。今年度、公認学生団体
へ昇格したばかりの団体であり、今後のより一層の活躍が見込まれる。

奨励賞

10 棋道部 20
大会での目立った成績はないが、向上心を持って非常に熱心に練習に取り組んで
いる。他大学との交流戦など他大学との交流も盛んであり、今後の活躍が見込まれ
る。

奨励賞

11 写真部 29
各種撮影会・フォトコンテストに積極的に参加している。フォトコンテストの受賞作品
数は多くないが、今後の活躍が期待される。また今年度は写真展の開催（3回）も予
定している。

奨励賞

12 映画部 46
映画撮影に非常に力を入れて活動している。現時点でコンテストなどで目立った成
績は残せていないが、今後の活躍が期待される。

奨励賞

13

千
葉
N
T
キ
ャ
ン

パ
ス

体
育
会

サイクリング部 17

創部3年目にして、第１回全日本実業団自転車連盟ＪＢＣＦタイムトライアルチャンピ
オンシップ第６位入賞、第２８回シマノ鈴鹿ロードレース２時間エンデューロ第５位入
賞、東日本サイクリング連盟　ＥＳＣＡ　ＰＲＴＴ　優勝・準優勝という好成績を残して
いる。また、自転車の安全性や楽しさ等を伝えるべく、ボランティア活動にも積極的
に取り組んでいる。今後の活動も活発に行っていく期待が高い。

丹羽賞
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